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判
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土
地
を
目
的
と
す
る
一
番
低
当
権
設
定
当
時

土
地
と
地
上
建
物
の
所
有
老
が
異
な
っ
て
い

た
が
後
順
位
低
当
権
設
定
当
時
同
一
人
の
所

有
に
帰
し
て
い
た
場
合
と
法
定
地
上
権
の
成

否

花
　
本

広
　
志

　
　
　
最
高
裁
平
成
二
年
一
月
二
二
目
第
二
小
法
廷
判
決
　
金
商
八
四
五

　
　
号
三
頁
、
判
時
ニ
ニ
四
九
号
五
六
頁
、
判
タ
七
二
七
号
二
一
〇
頁

　
　
　
一
　
事
案
の
概
要

　
B
の
父
A
所
有
の
本
件
土
地
、
お
よ
ぴ
そ
の
地
上
建
物
①
（
B
所
有
）

に
つ
き
、
一
番
根
抵
当
権
が
設
定
さ
れ
た
後
、
A
が
死
亡
し
て
B
が
本
件

土
地
を
相
続
し
た
。
B
は
、
建
物
①
を
取
り
壊
し
、
既
存
の
別
の
建
物
を

増
築
し
て
建
物
②
を
建
築
し
、
本
件
土
地
に
二
二
二
番
根
抵
当
権
、
四
番

低
当
権
を
設
定
し
た
。
昭
和
五
三
年
、
本
件
土
地
に
つ
き
一
番
根
低
当
権

に
基
づ
く
競
売
手
続
が
開
始
さ
れ
た
が
、
手
続
卒
に
建
物
②
が
一
部
焼
失

し
た
た
め
、
B
は
、
本
件
土
地
を
w
に
賃
貸
し
て
、
建
物
②
を
取
り
壊
し

た
。
㎜
は
、
本
件
土
地
上
に
本
件
建
物
を
建
築
し
、
w
及
ぴ
㎜
に
こ
れ
を

賃
貸
し
て
い
る
。
昭
和
五
七
年
、
本
件
土
地
を
競
落
し
た
X
は
、
所
有
権

に
基
づ
い
て
、
n
に
対
し
建
物
収
去
土
地
明
渡
と
地
代
相
当
の
損
害
金
の

支
払
を
、
㎜
及
ぴ
珊
に
対
し
建
物
退
去
土
地
明
渡
を
求
め
た
。
㎜
ら
は
、

土
地
と
そ
の
地
上
建
物
が
同
一
人
の
所
有
で
あ
る
と
き
に
設
定
さ
れ
た
抵

当
権
が
存
在
す
れ
ぱ
、
所
有
者
が
異
な
る
と
き
に
設
定
さ
れ
た
抵
当
権
に

基
づ
い
て
競
売
が
行
わ
れ
た
と
し
て
も
、
建
物
の
た
め
に
法
定
地
上
権
が

成
立
す
る
、
と
主
張
し
て
明
渡
義
務
を
争
っ
た
。

　
第
一
審
は
、
競
売
の
効
果
は
も
っ
と
も
強
カ
な
一
番
抵
当
権
の
内
容
に

よ
っ
て
決
せ
ら
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
後
順
位
抵
当
権
設
定
と
い
う
偶
然
の

事
憎
に
よ
っ
て
一
番
抵
当
権
の
価
値
を
害
す
る
結
果
を
認
め
る
こ
と
は
相

当
で
な
い
、
と
判
示
し
て
法
定
地
上
権
の
成
立
を
否
定
し
、
X
の
講
求
を

認
容
し
た
。
㎜
w
控
訴
。

　
原
審
は
、
こ
れ
に
反
し
、
建
物
を
目
的
と
す
る
一
番
抵
当
権
設
定
当
時
、

土
地
と
そ
の
地
上
建
物
の
所
有
者
が
異
な
っ
て
い
た
が
、
後
順
位
低
当
権

設
定
当
時
に
は
、
同
一
人
の
所
有
で
あ
ウ
た
場
合
に
つ
い
て
、
建
物
の
た

め
の
法
定
地
上
権
の
成
立
を
認
め
た
判
例
（
大
判
昭
和
一
四
年
七
月
二
六

日
民
集
一
八
巻
七
七
二
頁
、
最
判
昭
和
五
三
年
九
月
二
九
日
民
塞
二
二
巻

六
号
二
二
〇
頁
）
を
引
用
し
、
建
物
の
存
続
を
考
慮
し
て
土
地
に
低
当

権
が
設
定
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
法
定
地
上
権
を
放
棄
し
た
と
認
め
ら

れ
る
よ
う
な
特
段
の
事
憎
の
な
い
隈
り
、
そ
の
成
立
が
肯
定
さ
れ
る
、
と

判
示
し
て
X
の
講
求
を
棄
却
し
た
。

　
X
は
、
上
告
し
て
、
原
判
決
は
、
後
順
位
抵
当
権
と
建
物
所
有
者
の
共
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謀
に
よ
り
て
、
一
番
低
当
権
者
を
不
当
に
害
す
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
も

の
で
、
民
法
三
八
八
条
の
解
釈
適
用
を
誤
っ
た
も
の
で
あ
る
、
な
ど
と
主

張
し
た
。

二
　
判
旨

一
部
破
棄
自
判
　
一
部
被
棄
差
戻

　
「
土
地
に
つ
い
て
一
番
抵
当
権
が
設
定
さ
れ
た
当
時
土
地
と
地
上
建
物

の
所
有
者
が
異
な
り
、
法
定
地
上
権
成
立
の
要
件
が
充
足
さ
れ
て
い
な
か

っ
た
場
合
に
は
、
土
地
と
地
上
建
物
を
同
一
人
が
所
有
す
る
に
至
っ
た
後

に
後
順
位
抵
当
権
が
設
定
さ
れ
た
と
し
て
も
、
そ
の
後
に
低
当
権
が
実
行

さ
れ
、
土
地
が
競
落
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
一
番
低
当
権
が
消
滅
す
る
と
き

に
は
、
地
上
建
物
の
た
め
の
法
定
地
上
権
は
成
立
し
な
い
も
の
と
解
す
る

の
が
相
当
で
あ
る
。
」
そ
の
理
由
は
、
（
右
の
場
含
に
は
）
「
一
番
抵
当
権

者
は
、
法
定
地
上
権
の
負
担
の
な
い
も
の
と
し
て
、
土
地
の
担
保
価
値
を

把
握
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
後
に
土
地
と
地
上
建
物
が
同
一
人
に
帰
属
し
、

後
順
位
低
当
権
が
設
定
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
法
定
地
上
権
が
成
立
す
る

も
の
と
す
る
と
、
一
番
抵
当
権
者
が
把
握
し
た
担
保
価
値
を
損
な
わ
せ
る

こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
」
と
判
示
し
た
。

　
な
お
、
傍
論
と
し
て
、
原
判
決
が
引
用
す
る
判
例
は
、
建
物
低
当
権
に

関
す
る
も
の
で
あ
り
、
建
物
に
つ
い
て
は
、
判
例
の
よ
う
に
解
し
た
と
し

て
も
、
一
番
低
当
権
者
が
把
握
し
た
担
保
価
値
を
損
な
わ
せ
る
こ
と
に
は

な
ら
な
い
か
ら
、
本
件
の
場
合
と
同
視
し
え
な
い
、
と
し
た
。

三
　
評
釈

H
本
判
決
の
意
義

判
例
は
、
多
く
の
点
で
、

法
定
地
上
権
の
成
立

　
　
　
　
　
　
　
（
－
〕

要
件
を
緩
和
し
て
い
る
が
、
低
当
権
設
定
当
時
に
お
け
る
土
地
と
そ
の
地

上
建
物
の
同
一
人
へ
の
帰
属
、
と
い
う
要
件
に
つ
い
て
は
厳
格
に
解
し
て

い
る
。
本
判
決
も
こ
の
流
れ
に
沿
っ
た
も
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
後
順
位

低
当
権
が
設
定
さ
れ
て
い
る
場
合
、
ど
の
低
当
権
が
設
定
さ
れ
た
時
点
を

「
同
一
人
へ
の
帰
属
」
の
基
準
時
と
す
る
か
、
に
つ
い
て
は
、
本
件
原
判

決
の
引
用
す
る
判
例
が
、
建
物
低
当
権
に
関
し
て
、
土
地
と
そ
の
地
上
建

物
が
同
一
人
に
帰
属
し
て
い
る
状
態
で
設
定
さ
れ
た
抵
当
権
が
存
在
す
れ

ぱ
よ
い
、
と
し
て
、
法
定
地
上
権
の
成
立
要
件
を
緩
和
し
て
い
る
。
本
判

決
は
、
そ
れ
を
（
傍
論
で
は
あ
る
が
）
是
認
し
な
が
ら
も
、
土
地
低
当
権

に
関
し
て
は
一
番
抵
当
権
設
定
時
が
基
準
と
な
る
こ
と
を
示
し
た
。
本
判

決
が
こ
の
点
に
つ
い
て
初
め
て
の
最
上
級
審
判
決
で
あ
り
、
注
目
に
値
し

よ
う
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
低
当
権
の
目
的
が
土
地
で
あ
る
場
合
は
、
少
な

く
と
も
「
一
番
低
当
権
設
定
当
時
に
お
い
て
土
地
と
そ
の
地
上
建
物
が
同

一
人
に
帰
属
す
る
」
と
き
で
な
け
れ
ぱ
一
抵
当
権
の
実
行
に
際
し
て
法
定

地
上
権
が
成
立
す
る
余
地
は
な
い
、
と
い
う
判
例
法
理
が
確
立
さ
れ
た
こ

と
に
な
る
。

○
検
討
　
　
判
旨
賛
成
。
た
だ
し
、
そ
の
理
由
づ
け
に
つ
い
て
は
若
千

の
補
足
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
判
旨
傍
論
は
、
建
物
低
当
権
に
つ
い

て
は
原
判
決
引
用
の
判
例
に
従
う
よ
う
で
あ
る
が
、
評
釈
者
は
、
こ
の
点

に
関
し
て
、
後
述
す
る
理
由
で
反
対
で
あ
る
。

ω
　
本
判
旨
の
理
由
づ
け
に
つ
い
て
　
　
本
判
旨
は
、
法
定
地
上
権
の
成

立
を
認
め
な
い
理
由
と
し
て
、
一
番
低
当
権
者
が
、
法
定
地
上
権
の
負
担

の
な
い
も
の
と
し
て
土
地
の
担
保
価
値
を
把
握
し
た
で
あ
ろ
う
こ
と
を
挙

げ
る
が
、
抵
当
権
設
定
当
時
、
土
地
と
そ
の
地
上
建
物
が
別
人
に
帰
属
し

以
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て
い
た
場
合
に
お
い
て
、
法
定
地
上
権
の
成
立
を
認
め
な
い
判
例
、
お
よ

ぴ
そ
れ
を
是
認
す
る
学
説
に
よ
っ
て
、
こ
の
理
由
づ
け
を
敷
術
す
れ
ぱ
、

次
の
よ
う
に
言
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
す
な
わ
ち
、
抵
当
権
設
定
当
時
土

地
と
そ
の
地
上
建
物
が
別
人
に
帰
属
し
て
い
た
場
合
、
不
法
占
有
で
な
い

限
り
当
事
者
間
に
な
ん
ら
か
の
敷
地
弔
用
関
係
が
設
定
さ
れ
て
い
る
は
ず

で
あ
る
か
ら
、
低
当
権
の
実
行
に
際
し
て
も
こ
の
約
定
利
用
関
係
に
よ
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
里
）

て
間
題
を
処
理
す
れ
ぱ
足
り
、
法
定
地
上
権
を
認
め
る
必
要
は
な
い
、
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
よ
う
に
解
す
る
と
、
本
件
の
場
合

に
は
、
第
一
に
、
A
－
B
間
の
敷
地
利
用
関
係
は
せ
い
ぜ
い
使
用
貸
借
で

　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

あ
っ
た
と
解
さ
れ
る
か
ら
、
n
が
こ
れ
を
承
継
し
て
い
た
と
し
て
も
、
w

は
そ
れ
を
X
に
対
抗
で
き
な
い
こ
と
（
建
物
保
護
法
一
条
）
、
第
二
に
、

B
の
敷
地
利
用
権
が
X
に
対
抗
で
き
る
も
の
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
B
が

A
を
相
続
し
た
こ
と
で
、
こ
の
敷
地
利
用
権
は
混
同
に
よ
り
消
滅
す
る
の

で
、
㎜
の
借
地
権
は
一
番
抵
当
権
設
定
後
に
設
定
さ
れ
た
も
の
と
さ
れ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

抵
当
権
の
実
行
に
よ
っ
て
覆
滅
さ
せ
ら
れ
る
か
ら
、
法
定
地
上
権
の
成
立

を
認
め
て
㎜
を
保
護
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
凝
問
が

生
じ
う
る
。
第
三
に
、
右
の
疑
間
が
解
消
さ
れ
た
と
し
て
も
、
本
件
で
は
、

二
番
根
抵
当
権
設
定
当
時
、
土
地
と
そ
の
地
上
建
物
が
同
一
人
（
B
）
に

帰
属
し
て
い
る
か
ら
、
こ
の
時
点
で
、
少
な
く
と
も
形
式
的
に
は
、
法
定

地
上
権
の
成
立
要
件
が
満
た
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
が
（
本
件
原
判
決

は
こ
の
こ
と
を
重
視
し
た
の
で
あ
る
）
、
こ
の
事
実
を
ど
の
よ
う
に
評
価

す
る
か
、
が
問
題
と
な
ろ
う
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
第
一
点
に
関
し
て
は
、
本
件
と
同
様
に
、
抵
当
権
設

定
当
時
の
土
地
所
有
者
と
地
上
建
物
の
所
有
者
の
閻
に
親
子
・
夫
婦
等
の

密
接
な
関
係
が
あ
っ
た
事
案
に
つ
い
て
、
こ
れ
ら
の
者
の
間
で
も
、
土
地

所
有
者
に
対
抗
し
う
ぺ
き
敷
地
利
用
権
を
設
定
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

以
上
、
法
定
地
上
権
の
成
立
は
認
め
ら
れ
な
い
、
と
し
た
判
例
が
あ
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
o
）

学
説
に
も
異
論
は
沈
い
よ
う
で
あ
る
。
右
の
場
合
、
土
地
が
、
低
当
権
の

実
行
で
は
な
く
任
意
に
譲
渡
さ
れ
た
と
き
は
、
物
権
変
動
の
一
般
理
諭
に

よ
っ
て
、
建
物
所
有
者
が
土
地
譲
受
人
に
対
抗
で
き
な
い
こ
と
と
の
均
衡

、
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

カ
ら
み
て
も
　
右
判
例
・
学
説
の
立
場
は
是
認
さ
れ
よ
う
。
し
た
が
っ
て
、

右
第
一
点
は
、
本
件
の
場
合
に
、
法
定
地
上
権
を
成
立
さ
せ
る
根
拠
と
は

な
ら
な
い
、
と
考
え
ら
れ
る
。

　
次
に
、
第
二
点
に
関
し
て
は
、
抵
当
建
物
の
所
有
者
が
そ
の
敷
地
を
取

得
し
た
り
、
土
地
所
有
者
が
抵
当
建
物
を
取
得
し
た
場
合
に
は
、
抵
当
権

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
宮
〕

が
敷
地
利
用
権
に
も
及
ん
で
い
る
こ
と
、
ま
た
抵
当
土
地
の
所
有
者
が
そ
。

の
地
上
建
物
を
取
得
し
た
り
、
建
物
所
有
者
が
抵
当
土
地
を
取
得
し
た
場

合
に
も
、
土
地
低
当
権
の
目
的
が
約
定
利
用
権
つ
き
の
土
地
で
あ
る
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
o
）

か
ら
、
敷
地
利
用
権
は
混
同
の
例
外
と
し
て
消
滅
せ
ず
（
民
法
一
七
九
条

一
項
但
書
、
五
二
〇
条
但
書
）
、
し
た
が
っ
て
、
法
定
地
上
権
の
成
立
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
m
）
　
　
　
　
　
　
（
u
〕

認
め
る
必
要
は
な
い
、
と
す
る
下
級
審
判
決
お
よ
ぴ
有
カ
説
が
あ
る
。
通

説
は
、
低
当
土
地
の
所
有
者
が
そ
の
地
上
建
物
を
取
得
し
た
場
合
に
は
、

右
と
同
様
に
解
し
て
、
建
物
所
有
者
に
法
定
地
上
権
を
認
め
な
い
が
、
低

当
建
物
の
所
有
者
が
そ
の
敷
地
を
取
得
し
た
り
、
土
地
所
有
者
が
抵
当
建

物
を
取
得
し
た
場
合
に
は
、
建
物
の
存
続
を
は
か
る
法
定
地
上
権
の
立
法

趣
旨
か
ら
み
て
、
敷
地
利
用
権
は
混
同
に
よ
っ
て
消
滅
し
、
建
物
買
受
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
H
）

に
と
っ
て
よ
り
有
利
な
法
定
地
上
権
が
成
立
す
る
と
い
う
。
本
件
は
、
低

当
土
地
を
建
物
所
有
者
が
取
得
し
た
事
案
で
あ
る
か
ら
、
い
ず
れ
の
説
に

肋
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よ
う
て
も
、
B
の
敷
地
利
用
権
は
、
B
が
A
を
相
続
し
た
こ
と
に
よ
っ
て

消
滅
せ
ず
、
そ
れ
を
㎜
案
継
す
る
、
と
み
る
こ
蒜
で
き
る
か
ら
、
㎜

に
法
定
地
上
権
を
認
め
る
必
要
は
な
い
こ
と
に
な
ろ
う
。

　
第
三
点
に
関
し
て
は
、
次
の
よ
う
に
言
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
す
な
わ

ち
、
本
件
で
、
も
し
二
番
以
下
の
各
（
根
）
抵
当
権
が
設
定
さ
れ
な
か
っ

た
と
す
牝
ぱ
、
B
お
よ
ぴ
n
の
敷
地
利
用
権
は
、
（
B
に
つ
い
て
は
使
用

貸
借
、
㎜
に
つ
い
て
は
抵
当
権
設
定
後
の
賃
貸
借
で
あ
る
か
ら
）
X
に
対

抗
し
え
な
い
も
の
に
過
ぎ
な
か
っ
た
の
に
、
土
地
・
建
物
と
も
B
の
所
有

に
属
し
て
い
る
間
に
、
二
番
以
下
の
各
（
根
）
抵
当
権
が
設
定
さ
れ
た
、

と
い
う
偶
然
的
な
事
情
に
よ
っ
て
、
抵
当
権
の
実
行
に
際
し
て
、
そ
の
敷

地
利
用
権
が
、
突
如
と
し
て
、
は
る
か
に
強
カ
な
法
定
地
上
権
に
転
化
す

る
こ
と
を
認
め
る
の
は
い
本
判
旨
も
述
ぺ
て
い
る
よ
う
に
、
一
番
抵
当
権

の
価
値
を
害
す
る
こ
と
に
な
り
、
許
さ
れ
な
い
、
と
言
う
こ
と
が
で
き
よ

う
。
ま
た
、
判
例
は
、
更
地
に
一
番
抵
当
権
が
設
定
さ
れ
た
後
、
こ
の
土

地
上
に
建
物
が
建
築
さ
れ
、
さ
ら
に
土
地
に
二
番
抵
当
権
が
設
定
さ
れ
た

場
合
に
は
、
一
番
低
当
権
設
定
時
を
塞
準
と
し
て
、
法
定
地
上
権
の
成
立

　
　
　
　
　
（
旭
）

を
認
め
な
い
か
ら
、
本
件
の
場
合
に
、
二
番
低
当
権
設
定
時
を
基
準
と
し

て
、
法
定
地
上
権
の
成
立
が
認
め
ら
れ
る
と
す
れ
ぱ
、
こ
の
判
例
と
の
整

　
　
　
　
　
　
　
（
衙
）

合
性
も
問
題
と
な
ろ
う
。

　
右
の
こ
と
か
ら
、
本
判
旨
は
、
正
当
で
あ
り
、
賛
成
さ
れ
る
ぺ
き
も
の

と
考
え
る
。

ω
　
判
旨
傍
論
に
つ
い
て
　
　
本
判
決
は
、
そ
の
傍
論
で
、
建
物
を
目
的

と
す
る
一
番
抵
当
権
設
定
当
時
、
土
地
・
建
物
が
別
人
に
帰
属
し
て
い
た

が
、
後
順
位
抵
当
権
設
定
当
時
に
は
、
同
一
人
に
帰
属
し
て
い
た
場
合
に

は
、
法
定
地
上
権
の
成
立
を
認
め
て
も
、
一
番
抵
当
権
者
が
把
握
し
た
担

保
価
値
を
損
な
わ
せ
な
い
か
ら
、
建
物
買
受
人
は
法
定
地
上
権
を
取
得
す

　
　
　
（
加
〕

る
、
と
い
う
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
既
に
ω
で
述
ぺ
た
よ
う
に
、
後
順
位
低
当
権
設
定
当

時
に
お
い
て
、
土
地
・
建
物
が
同
一
人
に
帰
属
し
た
と
し
て
も
、
敷
地
利

用
権
は
混
同
の
例
外
と
し
て
消
滅
せ
ず
、
建
物
買
受
人
は
こ
れ
を
取
得
す

る
の
で
あ
る
か
ら
、
法
定
地
上
権
に
よ
っ
て
保
謹
す
る
必
要
は
な
い
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
H
）

と
言
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
借
地
上
の
建
物
に
低
当
権
が
設
定
さ
れ

て
い
る
場
合
に
は
、
建
物
買
受
人
は
、
そ
も
そ
も
、
賃
貸
人
（
土
地
所
有

者
）
の
承
諾
を
得
る
か
、
承
諾
に
代
わ
る
裁
判
所
の
許
可
を
得
る
の
で
な

け
れ
ぱ
、
借
地
権
を
賃
貸
人
に
対
抗
で
き
な
い
の
に
（
民
法
六
一
二
条
、

借
地
法
九
条
の
三
）
、
土
地
・
建
物
が
同
一
人
に
帰
属
し
て
い
る
と
き
に
、

た
ま
た
ま
後
順
位
抵
当
権
が
設
定
さ
れ
た
、
と
い
う
一
事
を
も
っ
て
、
賃

貸
人
の
承
諾
も
、
借
地
法
九
条
の
三
で
予
定
さ
れ
て
い
る
「
財
産
上
の
給

付
」
す
ら
も
不
要
な
法
定
地
上
権
が
、
突
如
と
し
て
、
買
受
人
に
成
立
す

る
の
で
は
、
低
当
権
者
に
そ
の
予
測
以
上
の
過
剰
な
利
益
を
与
え
る
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
（
旭
）

に
な
る
、
と
恩
わ
れ
る
。
ま
た
、
建
物
抵
当
権
設
定
当
時
、
土
地
・
建
物

は
別
人
に
帰
属
し
て
い
た
が
、
抵
当
権
実
行
時
に
は
、
同
一
人
に
帰
属
し

て
い
た
事
案
に
つ
い
て
、
建
物
買
受
人
に
法
定
地
上
権
を
認
め
な
い
判
例

（
前
注
1
0
）
と
の
整
合
性
か
ら
み
て
、
本
判
旨
傍
論
、
お
よ
ぴ
原
判
決
引

用
の
二
判
例
の
正
当
性
は
疑
問
視
さ
れ
よ
う
。

　
（
1
）
　
例
え
ぱ
、
低
当
権
設
定
当
時
、
土
地
・
建
物
の
所
有
者
が
同
一

　
　
で
あ
れ
ば
、
後
に
そ
れ
ら
の
一
方
ま
た
は
双
方
が
譲
渡
さ
れ
、
抵
当

　
　
権
の
実
行
時
に
は
所
有
者
を
異
に
し
て
い
た
場
合
で
も
、
建
物
の
た

鮒
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め
に
法
定
地
上
権
は
成
立
し
（
大
連
判
大
正
二
一
年
二
一
月
一
四
副

　
民
築
＝
巻
六
七
六
頁
に
よ
っ
て
確
立
さ
れ
、
最
判
昭
和
四
四
年
四
月

　
一
八
目
判
時
五
五
六
号
四
三
頁
も
こ
れ
を
踏
襲
す
る
）
、
ま
た
、
土

　
地
に
抵
当
権
を
設
定
し
た
時
に
存
在
し
た
建
物
が
、
滅
失
ま
た
は
取

　
り
壊
さ
れ
、
再
築
さ
れ
た
後
に
低
当
権
が
実
行
さ
れ
汰
場
合
に
も
、

　
旧
建
物
を
基
準
と
し
て
法
定
地
上
権
の
成
立
が
認
め
ら
れ
る
（
大
判

　
昭
和
一
，
○
年
八
月
一
〇
目
民
集
一
四
巻
一
五
四
〇
頁
、
最
判
昭
和
五

　
二
年
一
〇
月
一
一
目
民
集
三
一
巻
六
号
七
八
五
頁
な
ど
）
。
そ
の
他
、

　
判
例
が
法
定
地
上
権
の
戒
立
要
件
を
援
和
し
て
き
た
こ
と
に
つ
い
て

　
は
、
林
千
衛
「
法
定
地
上
権
」
総
合
判
例
研
究
叢
書
民
法
倒
五
八
頁

　
以
下
、
柚
木
馨
1
1
上
田
徹
一
郎
・
注
民
側
物
権
ω
〔
一
九
七
三
年
〕

　
一
七
八
員
以
下
、
村
田
博
史
「
法
定
地
上
権
」
星
野
英
一
編
・
民
法

　
講
座
3
物
権
ω
〔
一
九
八
四
年
〕
一
四
三
頁
以
下
な
ど
参
照
。

（
2
）
　
大
判
明
治
三
八
年
六
月
二
六
日
民
録
一
一
輯
一
〇
二
二
頁
、
大

　
判
昭
和
六
年
五
月
一
四
目
新
聞
三
二
七
六
号
七
頁
。
起
草
者
も
こ
の

　
よ
う
に
考
え
て
い
た
よ
う
で
あ
る
（
法
典
調
査
会
民
法
議
事
速
記
録

　
七
（
法
務
図
書
館
質
料
七
）
　
一
一
頁
下
段
以
下
梅
発
言
）
。

（
3
）
　
三
藤
邦
彦
・
清
水
誠
・
四
宮
和
夫
・
判
例
コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル
皿

　
（
清
永
）
〔
一
九
六
八
年
〕
四
三
五
頁
。

（
4
）
　
せ
い
ぜ
い
、
短
期
賃
貸
借
と
し
て
保
護
さ
れ
る
に
過
ぎ
な
い

　
（
民
法
三
九
五
条
）
。

（
．
o
）
最
判
昭
和
五
一
年
一
〇
月
八
日
判
時
八
三
四
号
五
七
頁
（
詳
細

　
な
事
案
は
不
明
）
。
そ
の
他
下
級
審
判
決
で
は
あ
る
が
、
抵
当
土
地

　
が
競
売
さ
れ
た
事
案
に
つ
き
、
東
京
高
決
昭
和
三
一
年
七
月
二
二
圓

　
下
民
集
七
巻
七
号
一
八
三
七
貢
（
養
親
子
）
、
佐
賀
地
判
昭
和
五
一

　
年
三
月
一
九
圓
判
時
八
三
二
号
九
八
頁
（
個
人
会
社
と
そ
の
代
表
敢

　
締
役
）
参
照
。

（
6
）
　
棚
木
1
－
上
困
・
前
掲
書
（
注
（
1
）
）
一
七
八
～
九
頁
、
吉
戒

　
修
一
「
法
定
地
上
権
・
法
定
賃
借
椀
の
成
立
要
件
」
幾
代
通
ほ
か

　
編
・
不
動
産
登
記
講
座
皿
各
論
ω
〔
一
九
七
八
年
〕
一
一
九
員
、
困

　
中
克
志
「
低
当
権
の
効
カ
と
そ
の
内
容
」
加
藤
一
郎
・
林
良
平
編
・

　
担
保
法
大
系
第
一
巻
〔
一
九
八
四
年
〕
四
九
八
頁
な
ど
。

（
7
）
　
約
定
利
用
権
が
、
賃
料
不
払
い
等
に
よ
っ
て
解
約
さ
れ
て
、
消

　
滅
し
た
場
合
に
も
、
同
じ
こ
と
が
言
え
よ
う
。

　
　
な
お
、
親
子
・
夫
婦
等
の
間
の
敷
地
利
用
関
係
を
、
当
事
者
間
で

　
は
使
用
貸
借
と
す
る
が
、
↓
⊥
地
が
譲
渡
さ
れ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
賃

　
貸
借
と
す
る
契
約
で
あ
る
と
解
し
て
、
土
地
が
謹
渡
さ
れ
た
後
の
建

　
物
所
有
者
に
、
建
物
保
護
法
・
借
地
法
の
保
護
を
与
え
よ
う
と
す
る

　
見
解
が
あ
る
が
（
星
野
・
借
地
・
借
家
法
〔
一
九
六
九
年
〕
一
五
頁
）
、

　
こ
の
見
解
に
従
え
ば
、
低
当
権
が
実
行
さ
れ
る
場
合
で
も
、
既
存
の

　
敷
地
利
用
権
に
よ
っ
て
、
建
物
所
有
者
の
保
護
を
は
か
る
こ
と
が
で

　
き
る
か
ら
、
な
お
い
っ
そ
う
法
定
地
上
権
を
認
め
る
必
要
が
な
い
こ

　
と
に
な
ろ
う
。

（
8
）
　
地
上
権
に
つ
い
て
、
大
判
明
治
三
七
年
二
月
五
日
民
録
一
〇
輯

　
七
九
頁
、
賃
借
権
に
つ
い
て
、
最
判
昭
和
四
〇
年
五
月
四
日
民
集
一

　
九
巻
四
号
八
一
一
頁
。
柚
木
1
1
上
田
・
前
掲
書
（
注
（
1
）
）
四
〇

　
～
四
一
頁
、
楠
木
H
高
木
多
喜
男
・
担
保
物
権
法
（
第
三
版
）
〔
一

　
九
八
二
年
〕
二
五
八
頁
な
ど
）
。

〃
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敷
地
利
用
権
が
地
上
権
で
あ
る
場
合
は
間
題
と
な
る
こ
と
は
少
な

　
い
が
、
賃
借
椀
で
あ
る
場
合
に
は
多
少
間
題
が
生
じ
る
。
と
い
う
の

　
は
、
賃
貸
人
の
承
諾
が
な
い
隈
り
、
建
物
買
受
人
は
、
賃
貸
人
に
対

　
抗
す
る
こ
と
は
で
き
ず
（
六
二
一
条
一
項
お
よ
ぴ
こ
れ
に
関
す
る
大

　
判
昭
和
七
年
三
月
七
日
民
集
一
一
巻
八
五
頁
参
照
）
、
賃
貸
人
の
承

　
諾
が
得
ら
れ
な
い
場
合
は
、
借
地
法
九
条
の
三
の
要
件
を
満
た
す
と

　
き
に
隈
り
（
中
心
と
な
る
の
は
「
財
産
上
ノ
給
付
」
で
あ
ろ
う
）
、

　
承
諾
に
代
わ
る
裁
判
所
の
許
可
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
に
過
ぎ
な
い

　
か
ら
で
あ
る
（
柚
木
1
1
高
木
・
前
掲
書
（
本
注
）
三
五
二
員
、
高

　
木
・
金
融
取
引
と
担
保
〔
一
九
八
O
年
〕
一
四
四
員
、
一
七
八
頁
参

　
照
）
。
も
り
と
も
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
こ
の
こ
と
は
法
定
地
上
権

　
の
成
立
を
否
定
す
る
根
拠
に
な
り
こ
そ
す
れ
、
こ
れ
を
肯
定
す
る
根

　
拠
に
は
な
ら
な
い
o

（
9
）
　
低
当
権
つ
き
の
土
地
の
所
有
権
と
地
上
建
物
の
対
抗
要
件
あ
る

　
賃
借
権
が
同
一
人
に
帰
属
し
た
場
合
に
つ
い
て
、
最
判
昭
和
四
六
年

　
一
〇
月
一
四
日
民
集
二
五
巻
七
号
九
三
三
員
は
、
混
同
に
よ
っ
て
右

　
賃
借
権
は
消
滅
し
な
い
と
す
る
。

（
1
0
）
　
札
幌
地
判
昭
和
四
〇
年
七
月
二
三
日
判
タ
一
八
一
号
一
七
三
頁

　
（
土
地
所
有
者
が
低
当
建
物
を
取
得
し
た
後
、
そ
れ
が
競
落
さ
れ
た

　
事
案
）
。
ま
た
、
最
判
昭
和
四
四
年
二
月
一
四
日
民
集
二
三
巻
二
号

　
三
五
七
員
（
土
地
所
有
者
が
低
当
建
物
を
取
得
し
た
後
、
そ
れ
が
競

　
落
さ
れ
た
事
案
で
あ
る
が
、
判
旨
は
、
低
当
土
地
の
所
有
者
と
地
上

　
建
物
の
所
有
者
が
同
一
と
な
っ
た
場
合
を
も
包
含
す
る
趣
旨
の
よ
う

　
で
あ
る
）
、
東
京
高
決
昭
和
三
一
年
七
月
二
二
目
（
前
注
（
5
）
。
抵

　
当
土
地
所
有
者
が
そ
の
養
母
か
ら
低
当
建
物
を
取
得
し
た
後
、
双
方

　
の
低
当
権
の
実
行
に
よ
り
、
土
地
・
建
物
が
別
人
の
所
有
に
帰
し
た

　
事
案
）
は
、
本
文
の
よ
う
な
解
釈
を
明
示
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、

　
既
存
の
敷
地
利
用
関
係
が
存
続
す
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
い
る
よ
、
つ

　
に
思
わ
れ
る
（
こ
れ
ら
の
判
例
の
評
価
に
つ
い
て
は
、
水
田
耕
一

　
「
法
定
地
上
権
の
限
界
」
金
法
五
五
七
号
一
八
頁
以
下
、
高
木
・
民

　
商
六
二
巻
一
号
五
二
頁
以
下
、
同
・
前
掲
書
（
注
（
8
）
）
二
二
八

　
頁
以
下
参
照
）
。

（
u
）
　
水
田
・
前
掲
論
文
（
注
（
1
0
）
）
一
八
員
、
柚
木
1
1
高
木
．
前

　
掲
書
（
注
（
8
）
）
三
五
二
頁
以
下
、
高
木
・
前
掲
書
（
注
（
8
）
）

　
＝
一
一
八
～
一
四
五
員
、
同
・
民
商
六
二
巻
一
号
五
六
員
、
松
本
恒
雄

　
「
法
定
地
上
権
と
法
定
賃
借
権
」
米
倉
明
ほ
か
編
・
金
融
担
保
法
講

　
座
1
〔
一
九
八
五
年
〕
二
四
七
頁
、
東
孝
行
「
土
地
・
建
物
の
担
保

　
取
得
と
法
定
地
上
権
の
成
否
」
藤
林
益
三
・
石
井
真
司
編
・
判
例
・

　
先
例
金
融
取
引
法
〔
一
九
八
八
年
〕
二
六
三
員
、
田
中
・
前
掲
論
文

　
（
注
（
6
）
）
四
九
八
頁
以
下
。

（
1
2
）
　
我
妻
・
新
訂
担
保
物
権
法
〔
一
九
六
八
年
〕
三
五
六
員
以
下
、

　
四
宮
和
夫
・
判
民
昭
和
一
四
年
度
五
四
事
件
二
〇
一
頁
、
箕
田
正
一

　
「
民
法
第
三
八
八
条
に
所
謂
競
売
の
場
合
の
意
義
」
法
学
新
報
五
〇

　
巻
一
号
一
四
一
貫
以
下
。

（
1
3
）
　
低
当
権
設
定
時
か
ら
実
行
時
ま
で
の
い
ず
れ
か
の
時
点
に
お
い

　
て
、
土
地
・
建
物
が
同
一
の
所
有
者
に
帰
属
す
れ
ぱ
、
法
定
地
上
権

　
の
成
立
が
認
め
ら
れ
る
、
と
解
す
る
説
も
あ
る
（
清
水
誠
「
抵
当
権

　
と
法
定
地
上
権
・
短
期
賃
貸
借
」
加
藤
ほ
か
繍
・
銀
行
取
引
法
講
座
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下
巻
〔
一
九
七
六
年
〕
一
〇
一
頁
）
。

（
1
4
）
大
判
昭
和
一
一
年
：
一
月
一
五
日
民
集
一
五
巻
二
二
一
二
頁

　
（
実
際
の
事
案
は
、
本
文
に
加
え
て
、
土
地
の
二
番
低
当
権
設
定
後
、

　
建
物
に
つ
き
低
当
権
が
設
定
さ
れ
、
ま
ず
、
建
物
抵
当
権
が
、
次
い

　
で
土
地
低
当
権
が
実
行
さ
れ
た
た
め
、
建
物
競
落
人
が
土
地
競
藩
人

　
に
対
し
て
法
定
地
上
権
を
主
張
し
た
も
の
で
あ
る
。
犬
審
院
は
、
土

　
地
所
有
者
に
対
す
る
関
係
で
は
、
法
定
地
L
⊥
権
の
成
立
を
認
め
つ
つ

　
も
、
一
番
低
当
権
者
の
予
測
を
根
拠
と
し
て
、
土
地
抵
当
権
者
お
よ

　
ぴ
土
地
競
落
人
に
は
そ
れ
を
対
抗
で
き
な
い
と
し
た
）
。

（
1
5
）
　
こ
の
点
に
つ
き
、
松
本
■
前
掲
論
文
（
注
（
1
1
）
）
二
四
七
頁
、

　
お
よ
ぴ
二
七
二
頁
注
（
4
6
）
参
照
。

（
1
6
）
　
同
旨
の
挙
説
に
つ
い
て
は
、
注
（
1
2
）
の
文
献
参
照
。

（
1
7
）
　
注
（
u
）
の
文
猷
参
照
。

（
1
8
）
　
榊
木
＾
高
木
．
前
掲
書
（
注
（
8
）
）
三
五
二
員
以
下
、
高
木
・

　
前
掲
書
（
注
（
8
）
）
一
四
二
～
一
四
四
員
、
同
・
民
商
六
二
巻
一
号

　
五
六
頁
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
橘
大
学
功
手
）

（99）判例評釈
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